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LOC President 

Adam Dziki， 

Welcome Message 

48th World Congress of Surgery (WCS) 

2019 11・15August 2019 Krakow， Poland 

Dear J apanesse Colleagues 

It is a great honor for me to invite You to participate in 48th World 
Congress of Surgery (WCS) ，which will be held in Krakow (Poland) . 

From 11 to 15 August 2019， surgeons， doctors. researchers， students as 

well as other healthcare and bussines.s professionals from all over the 
world will converge on Krakow to discuss the latest advances in the 

various fields of surgery and surgical research and develop new ideas. 
The scientific program includes 60 main sessions， oral communications 
and posters which will be exposed for the duration of the conference. 1n 
addition， variety of workshops and special sessions would be interested 

in audience. We are very delighted to be holding this event after very 
successful previous meetings in Basel (2017) and Bangkok (2015) . 

This Congress will also be 1ncorporating the 69th Congress of the 
Association of Polish Surgeons (APS) . Polish and Japanese Societies 

of Surgery has a history of frutiful and long-lasting cooperation， resulting 
in exchange programs and conferences as well as scientific cooperations 
between surgeons. That is why， this is of immense pleasure for me， that 1 
can personally invite me japanese friends to join us for WCS 2019， in an 
atmosphere conducive for collaborations and scientific associations. 

Krakow is a cosmopolitan and open-minded city with a long tradition of 
academia. The people of the Lesser Poland are known for their 

hospitality; 1 know that you will feel right at home here. Should you have 

the time in between all the meetings and conferences， don't miss the 
opportunity to visit Krakows's most popular tourist attraction: Wawel 
Castle， medieval Market Square， Saint Mary、sBasilica and Kazimierz 
Jewish Quarter. And don't forget to end the day with a cool， refreshing 
glass of the local craft beer in one of Krakow traditional breweries. 

1 look forward very much to seeing you next August in Krakow 

Adam Dziki， F ACS (hol1) ， FRCS (hol1) ，DGCh (hol1) ，ESCP (hol1)，F ASCRS (hol1) ， 

Professor of Surgery 

Best regards 

Adam 

ISS/SIC理事会に参加して

万国外科学会日本支部長

大分大学学長

Councilor， ISS/SIC 

北野正剛

いよいよ Krakowでの WCS2019が目前に迫ってまいりました。万国外科

学会日本支部では Krakowでの学会の成功に向け積極的に活動してまいりま

した。これまでは開催年の春になってから、ょうやく司会者の推薦の依頼が

きていましたが、国際学会で開催の3か月前に司会をお願いできる先生を探

すのはとても厳しい状況でした。今回は今野弘之教授が1SDSの会長でもあり、

昨年秋の理事会で日本から一人でも多く 司会者になれるよう、日本支部で協

力して理事会メンバーに働きかけてきました。その甲斐あって、いく らか司

会の先生を増やすことができました。IASMEN会長の東口高志教授にもご尽

力いただき多くの日本の先生を引き立てていただきました。会期初日 8月11

日の Openingceremony後に、恒例の]apanNightを開催いたします。これ

までは企業の支援を受けて開催してまいりましたが、昨今の規制強化の流れ

で、同伴者の参加が制限されるなど、難しい問題が出てきておりました。夏

休み期間中でもありご家族連れで参加している多 くの先生方に気持ちよく 参

加 していただくため、今回は会費制と させていただきます。ISS/SICにおい

て高いアクテイビティ ーを維持している日本支部を象徴する有意義な会とな

りますよう、引き続き会員の先生方のご意見を伺いながら懇親の場のあるべ

き姿を求めてまいりたいと思います。

また、 WCS2019(8月11日-15日)に先立ち、3月15日-16日にポー

ラン ド・クラクフにて開催された、 ISS/SICExecutive Committee Meeting 

に日本支部長として参加 しました。特に今回は WCS2019のプログラム内

容について議論し、 登録した日 本からのAbstractSubmission数は91で、

Tota! 1，214のうち、 第4位でした。例年のごとく、日本の積極的な立場を示

すことをできました。さらにご存 じのように次回 2021年は、 8月29日-9 

月2日にマレーシアのクアラルンプールで開催決定しています。どちら も皆

様の積極的なご参加をお願い致します。

以上、 報告となりましたが、 今後とも、ご支援、ご協力をよ ろしくお願い

申し上げます。
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今回のwcsは、 2019年8月 11日から 15日、
ポーランドのクラコウで
開催されます。

民間kow:~Pol田 d

支部活動報告 (2018年 1月-12月)
2018.4.1 

2018. 4. 7 

万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部二ユース第46号発行

第45四万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部総会(於 :東京 東京国際フォーラム)

会員動向 (2019年 2月 15日現在)

会員数 355名 (2019年新規会員9名)
2018. 7 ~ 12 WCS2019 Krakowプロモーション活動 (4つの主要学会でポスターちら し設置)

2018. 9 ISS Foundationヘ寄附金 1000ドルを送付
2018.10 YOKOHAMA AWARD第4回 (WCS2019 Krakow)募集

2018.11.24 第46四万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部総会 (於:東京 ザ・ プリンスさくらタワー東京)

正規会員 327名

シニア会員 25名

名書会員 3名

内 訳
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万国外科学会の思い出

藤田医科大学病院 国際医療センター

センタ一長・教授

前田耕太郎

万国外科学会日本支部ニュースへの原稿依頼が来て、いつ頃から学会に参加

したか調べてみたが、なかなか確かな年度が確認できない。印象に強く残って

いるのは 1997年に行われたメキシコのアカプノレコでの学会であろうか。学会の

印象はあまり強くないが、その直後に学会の会場となった場所が災害にあい、

壊滅状態となった町の映像をテレビで見たときは驚きであった。学会での参加

では、いつも発表を行ってきたが、アカデミックに印象が強かったのは 2009年

にオーストラリアのアデレードで行われた学会である。 MayoClinicのMichael

San会長の下で開催されたが、 漢方に関するセッションが行われた。 札幌の河

野先生が講演され、講演後に MichaelSarr会長が漢方は KanpoMedicineであ

ると発言されたことは印象深い。不思議な縁で、その夜には河野先生にご自分

のお仕事を紹介していただき、音1)屋でワインとチーズで盛り上がったのがつい

この聞のような気がする。アデレード滞在中には、パロッサバレーのワイナ リー

の半日観光もでき、思いがけないワインとの出会いもあった。 2011年には渡辺

昌彦総会会長の下で、横浜で盛大に総会が開催された。当に日本の誇る国際学

会となった。 2013年はフィンランドのへノレシンキで開催された。不思議な縁で、

Michael Sarr教授の司会で、今年2019年の臨床外科学会総会会長の花崎和弘教授、

京都大学(現兵庫医科大学)の波多野悦朗教授と漢方の講演をさせていただいた。

地方大学における国際的視野を

持った医療人の育成への取り組み
(その2)

高知大学医学部医療学講座医療管理学分野

外科学講座臨床腫蕩・低侵襲治療学(兼)

小林道也

2007年から高知大学医学部の国際連携推進委員長を、また 2014年からは医

学部だけでなく高知大学の国際連携推進センターの兼務教員も務めています。

私が責任者となって締結した協定が3つあります。1つは 2011年のハワイ大

学医学部との部局間 (学部間)協定です。ハワイとの連携につきましては 2013

年のニュースレター第36号に書かせていただきました。さらに 2012年の台湾

大学医学部、また 2019年のウズベキスタンの TashkentDental Instituteです。

今回は台湾大学との交流について述べさせていただきたいと思います。

台湾大学医学部とは部局間協定を締結し、毎年看護学科の学生5一6名がお

互いの大学で

定締結には大北!駐蛙大阪経済文化弁事事宇処(総領事事白館)に大変お世話になりま した。

台湾大学は旧台北帝国大学でで、あり札、台湾大学医学部の前身の台北帝国大学医学

部は日本人が学部長、院長を務めた時代もあります。ちなみに第3代の医学部

長は森鴎外のご子息、森於菟(もりおと)先生です。このような伝統ある、ア

ジア有数の大学と協定を締結できたのは、私の父の時代から中華民国台湾

との長い民間交流実績があったからです。父はかの蒋介石とも何度か面会

をし、李登輝元総統とも面識がありました。2009年には李登輝元総統が

高1日にお越しになり一緒に食事をさせていただいたことがあります。2014
年には台北で、聞かれた経済界のパーティ ーに招待され、光栄にも私は李登

輝元総統、王金平立法院院長と同じ主賓のテーブルにつかせていただきま

した。2013年には当時の高知大学学長脇口宏先生とともに台湾の教育部

(文部省)の招待で、台北、台北近郊、台南の5つの医学部を視察しました。

その目的は台湾も大学が増え、日本が行った大学の法人化、統合を視野に

入れているので意見を聞きたいということでした。

これまでの長年の交流の中で台湾政府からは毎年 10月10日の国慶節の

式典にお招きいただいています。午前中は総統府の前の大きな広場での式

典、パレード(軍事パレードや戦闘機の飛行などもあります)に参加します。

当日の会場周辺は完全に交通規制、人員規制がかかっており、外交部(外

務省)の許可証がなければ規制区域内には入ることができません。

式典が終わった夕方からは総統府の近くの台北賓館という迎賓館で外務

大臣主催のパーティ ーに招待されます。この迎賓館は日本時代に建築され

特別発言は、その年に Kit吋imaPrizeが創設された北島政樹教授がなされたのは

思い出深い。 Sarr教授には、私たちの発表を事前にチェックして頂き、細かく

ご指導を頂いた。 2015年はタイのパンコックで爆破が起こった直後に出席した。

町中はまだ何となく慌ただしい印象を受けたが、会場も爆破の場所のすぐ近く

であった。 2017年のスイスのパーゼノレの学会で、は、二つのシンポジウムでの発

表の機会をいただいた。片方のプレゼンでピデオが途中でう まく出なくな り苦

労したが、 2日聞を通して発表を繋ぎ、なんとか聴衆に納得していただける発

表ができたかと思っている。学会後は、ヨーロッパでもなかなか行けないレス

トランの予約がとれて、仲間たちとワインと料理で盛り上がった。パーゼノレは、

スイスとフランス、ドイツの国境の街であり、食事もワインもこれらの地域の

混成の印象があり興味深かった。また、思いがけずに、生産数が少ないために

なかなか日本ではお目にかかれない美味しいスイスワインも楽しむことができ

た。 2019年は、これまで行ったことのないポーランドでの学会である。クラコ

ウでは、司会と発表の予定であるが、歴史のある街並みを歩けることを楽しみ

にしている。

アルザスのブドウ畑 素晴らしかった思い出の
スイスワイン

たものです。パーティ ーには台湾の総統はもちろん、友好国の大統領、国会議

員も参加しています。この会場に入るには招待状を持った上で、 当然厳しいセ

キュリティを通って入っていくわけですが、ここを通り抜けるとレッドカーペッ

トが屋外に敷かれており、その上を歩いて荘厳な建物に入っていきます。民間

人の私にとっては通常経験することのできない異世界の会です。会場には有名

なレストランやホテルが食事を出しており、また余興も演じられ華やかな雰囲

気で、パーティ ーが進んでいきます。

このように台湾大学医学部とは民間の経済 ・文化交流をベースとして学術 ・

学生交流を展開し、大学問の良好な関係を構築しています。

ご興味のある先生方はご一報ください。

国際交流台湾編

漢方医学と酉津医学の融合により
世界で類のない最高の医療提供に貢献します

守言宗施ラ
http://www.tsumura.co.jp/ 
.お問い合せは、お客様相談窓口まで。

[医療関係者の皆犠]TeI.0120-329-970[患者様・一般のお客様1TeI.0120-329-930 
(2017年明制作) PVCA，20.K⑧ 
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48th WCS in Krakowに向けて

浜松医科大学外科学第二講座 講師

菊池寛利

本年 8月 11~ 15日に Polandの Krakowにて 48thWorld Congress of 

Surgery (WCS) が開催されます。本学の今野弘之学長が International

Society for Digestive Surgery (ISDS)のPresidentに選出されて以来、私も微

力ながら ISDSprogram作成等のお手伝いをさ せていただいております。

ISDS Executive Committee Meetingは 1回 / 2年の WCSに加え、 春 の

Digestive Disease Week (DDW)と秋の AmericanCollege of Surgeons (ACS) 

Clinical Congressにおいて 2回/年米国で開催されています。私も 2016年 5

月の DDWin San Diego以降、毎回 Secretaryとして出席させていただきまし

た。 ISDSExecutive Committee Meetingでは ISDSprogramについて毎回議

論が行われ、 2018年 10月の ACSin Bostonで programとmoderatorsが確定

いたしました。今回の ISDSprogramは、ISSjSICのPresidentAndrew Hill 

の意向もあり低 ・中所得国の現状に配慮してテーマを作成した点や、 Tumor

Boardsの設定などが特徴的であることに加え、本年がISDS設立50周年に当

たるため記念式典を予定しております。他の外科系国際学会にはない特徴的

で魅力的な programであり、 8月の WCSが大変楽しみです。

2016年 6月に PolandのLublinで開催された SecondTriangle Symposium 

of the Poland-Hungary-Japan Surgical Societyに参加した際には、レンタカー

2018年 10月、 ISDSExecutive Committee Meeting 

in Bostonにて

で Warszawaから

Lublinに入 り、浜松医

科大学の学術交流協定

4交である Medical
University of Lublinを

訪問した後に Krakow

まで移動し、 48th

WCSの会場や周辺 を

視察して参りました。

Polandは「平原の国」

という意味があるくら

いで、 500kmを超える

道中の多くは長閑な平

原の道であり、比較的

I 2018年度決算書 ]1 2019年度予算案

快適なドライブでした。一方、

各都市は近代的ながら歴史的

な建築物が多く、見所の多い

国であると思います。御存じ

の通り多くの固と国境を接し

激動の歴史を歩んできた

Polandにおいて、もっとも

古い街である Krakowは、

1611年に現在の Warszawa

に移転するまで500年以上に

わたり Polandの首都でしたO

Krakowは歴史に翻弄されて

きた街ですが、第二次世界大

戦の戦火を逃れたことにより

中世の街並みが残っ ており、

Polandの京都と称される大

変美しい街です。多くの先生

方に 48thWCSに御参加いた

だき、 Krakowの街を楽しん

でいただければと願います。

また、時間が許せば、是非レ

ンタカーで Polandの平原を

ドライブすることをお勧めい

たします。

2016年6月、 CentrumKongresowe ICE Krakowにて

2016年6月の愛車、 SkodaOctavia made in Czech 
(左ハンドル6速MT)

直霊童窒E直1iIIi~i璽!Ð [処方筆医薬品*直1iIIi'1i!;i璽E

IIレネオバ@NF1号輸;夜
工ルネオパ⑧NF2号輸液ビーフリートモ輸液
ELNEOPA.-NF NO.1 Inject;on BFLUID.lnjection *j:主倉一医師停の処方自臨により使用すること

ELNEOPA.-NF NO.2 Inject;onホ注憲医師等の処方蔓により使閉すること

く〉効能・効果、用法・用量、警告・禁忌を含む使用上の注意
等は、製品添付文書をご参照くださし、。

. 製造販売元株式会社大塚製薬工 場 徳島県鳴門市鵬町立岩字芥原115

O';uka 販売提携 大塚製薬株式会社 東京都千代田区神田司町2-9

すべての革新は患者さんのために

資料請求先

株王【会社大銀製薬工場 繍液01センタ
〒101-0048東京都千代田区神田司町2.2
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予備費

Yokohama Awal'd賞金
支出合計

収 支残高(次年度線組金)

ドノレの部

収入の部 予算額

会費

利息

繰越金

収入合肝

支出の部

日本円八j!i柏Z
ISS Foundation帯付
支出合計

次年度繰越金

700.000 
800，000 
。
。
。

1.500，000 
9.669，479 
11，169，479 

450，000 
200，000 
340，000 
5.000 
100，000 
520，000 
15，000 
20，000 
500，000 
2，150，000 
9，019，<179 

7，300.00 
。
'14'13.84 
117，13.8，1 

6，300.00 
1，000.00 
7，300.00 
4443.8'1 

単位円

備考

6300ドノレ 1ドノレ112円で幹部
81上x2回

支部総会2四分 JAPAN NJGHT補助

支部エユース2目指行分

lj1イ立 ドJレ

{柿考

抗悪性腫嬉剤

at the Fr白目tLine 
CHUGAI ONCOLOGY 

劇薬、処方議医薬品注) 圃亙E

t!U・'凶註300
お除伽③ 力ペシタビン錠

※効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意、効能・効果
に関連する使用上の注意等は製品添付文書をご参照ください。
https://www.chugai-pharmとo.jp/

〔貰料E胃求先〕

製造販売元 中外製薬株式会社
引03.8324東京都中央区日本橋室町2.1.1 2019年3月作成
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スとして開催した。本コースには、 IATSICのPresidentElectのElminSteyn先生に講師と

して参加して頂き、日本外傷学会において ElminSteyn先生を海外の名誉会員に推戴した。

これにより、 IATSICと日本メンバーとのより強い関係が出来たと思っている。また、 2019

年から IATSICのカウンセラーとして帝京大学の藤田尚先生に参加して頂く予定である。

WCSのモデレーターについては、 IASTICから候補者に連絡がとどいている。

機関誌 (WJS)/和国事務局長:片井先生が欠席のため、頂いている資料を紹介。2018年上半期

のデータより、投稿数が1130あり採択率が19.4%、目標値を 20%に設定しており目標通りとなって

いる。投稿数が一番多いのは中園、次が米国で日本は第三位。しかしながら、採択率はかなり違っ

ており、中国が5.79%、米国が40%、日本が22%ということで、採択数で一番多いのはアメリカで

60件、次が日本で31件、次いでUKで13件、その後が中国 11件となっている。インパクトファ

クターは最近三年間は微増しており、 2017年は2.7660 ウェプサイトの訪問国で一番多いのはノー

スアメリカ、アジアパシフィック、ヨーロッパと続いている。日本からの閲覧は4%である。ダウンロー

ド数で一番多いのは、 HPB、GeneralSurgical Practice" Trallma Surgeryという)1債である。

第46回万圏外科学会(ISS/SIC)日本支部総会
理事会報告

ハイド口ゲルパッドが

視認性と吸水性を提供

.車IJの観察を容易にする視認性

.湿潤環境を維持するための適度な吸水性

・画定性と飢への優しさ

BS証二ζ〉
幹細は窓付文径をご.，照ください

'千量RUMO¥;tテルモ株式会社の商療です.
Leuk.α_<<ピーエスエヌ メディカル社(ドイツ)の盟録商憾です.

。テルモ株式会社20161:手6月www.terumo.co.jp 

ETHI仁 ON
---，..-.，.仇叫山i町 W 問問陥

視認性と吸収性が求められる術後創へ

ロイコメドC
フィルムドレッシング

THERAPIES. HAND IN HAND. 

/ 

ERUMロ
テルモ株式会社〒151.0072東京都渋苦区幡ケ谷 2-44.1

北野日本支部長:先般、 ACSの際にボストンで行われた。規約の改定案として、例えば、新

興国においては少し値段をさげる等 メンバーシップの Feeを改めていきたい。またAndrew

Hill会長から、フエローを作っていきたいとの発案もあった。最終決定ではないので、財政の

面も考慮しながらディスカッションを進めて行く。いずれにしても、各国の会員を増やすこと

が先決となる。日本支部会員は米国に続き会員数が多く、万国外科学会を室長引していく役割に

あるのでコレクティプメンバーの先生方と共に、会員を増やすべく努力をLていきたい。

World Congress of Surgery (WCS) 2019クラクフについて

和国事務局長:2019年 8月 11日から 15日まで、ポーランドのクラクフで開催予定。

主な日程は支部ニュースに掲載の通り。 1日目に行われる JapanNightについては、こ

れまで企業の支援によって参加費無料という形式で行われていたが、家族の参加も可能

にするべく会費制にする方向で検討を進めていく。

北野日本支部長 :WCSはお盆の時期と重なる為、航空券の予約を早めにとることを薦める。

Collective Members Societiesについて

IAES/今井常夫先生 :現在のところ WCS2019のプログラムにのっている IAESメンバー

の日本人は3名。オーラノレプレゼンテーションの座長を日本医大の杉谷先生、ジャッジを
今井が担当し、次回のマレーシアでの IAESのプレジデントである宮内昭先生がクロージ

ングリマークスをされる。 宮内先生は、先日マレーシアを訪問され、lAESのメンバーであ

りマレーシアの厚生省の要職をされているヒーシャム先生から、状況を伺ったとのこと。

既にオーガナイズコミッティーも立ち上げ、順調に準備が進んでいる様子である。

IASMEN/東口高志先生 :北野先生今野先生と共に、初めてエク令ゼクティプコミッティーに参

加してきた。北野先生がおっしゃるように、なかなか難しい立場である。 WCSの開催時期に

ついても、出来れば日本人のことを考慮した日程の設定が将来的にも必要であると感じ、以前

から事務局のクリスに提案を続けている。もう一点は、メデイカルスタッフの参加に関して Fee

をもう少し下げて会員制度を見直してもらえれば、お盆でも参加者は増えるのではと思ってい

る。lAESMENからは、 7、8名の日本人の先生方にモデレーターとスピーカーの依頼を検討中。

特に ERASというセッションを作っており、 Lobo先生、 Hill先生と共に低侵襲で早期回復と

いう観点で皆様にもディスカッションに参加を募りたい。他にアジアの枠を拡大し韓国の先生

にも声をかけ、 2名のモデレーターとスピーカーを推薦しており順調にすすんでいる。

BSl/井本滋先生:第 47号日本支部ニュースに寄稿させて頂いているが、 WCS2019で

は総会に先立つ日曜に Educationalcourseとして OncoplasticsllrgeryとInnovational

surgical procedllreを設けている。後者で講師を担当予定だが、人数が少ないと中止になっ

てしまうこともあるので乳腺関係の先生で出席予定の方には、ぜひ参加を募りたい。手

術的な内容が主に討論されているが、今回は、若い女性に多い乳癌、 Breastcancer in 

young womenということで日本でも保険収載された BRCA検査等を含め、多彩な内容

で構成されている。日本からは聖路加の山内英子教授に発表頂くことになっている。

ISDS/今野弘之先生:北野先生と宮内先生とともに、 BoardMeetingに参加させて頂いた。例

えば、会費を低・中所得国は半分にするなどのドラスティックな案がでたが、そうなると会員を

倍増させなければいけないなど、ディスカッションがないまま、構想は語られるが決議がされず、

という状況であった。その後、 IおSDSのExecutiveMe伐etm略gがあり参加した。 ISDSはISSの中で

は新参者で、 6つの CollectiveMemberのひとつであり、枠は極めて限られている。プログヲム

作成責任者のProfessorFicheraには「日本人を入れることはすごくメリットがあるよJと言って、

相当入れ込んでもらってはいる。ちょうど、ハイシーズンであり断られた先生もおられ、調整が

難しいところではあるが、是非ともご協力をお願いしたい。もう一つは、ポーランドの外科にも

色々と配慮をしており、パネルの症例検討等を企画し、ポーランドの外科医や病院関係者の参

加を促す試みがされている。他には、 ProfessorHillの構想として、発展途上国に対する支援に

ついて、なかなか資金援助がなく、構想は素晴らしいけれども、最終的には要検討というところ

で終わってしまう。次のペルーの外科学会に日本人も 3人参加可能かと聞かれたがなかなか難

しく、他の3名が行く事になった。今後も、そのようなお願いが出てきた場合には相談させてい

ただきたい。最後に、 ISDSは1969年に設立された、新しい学会であるが来年で50周年になる。

北島先生をはじめ何人かのPastPresidentの先生方にお話を頂くなど、記念となるイベントを計

画中。クラクフは非常に良いところであるので、是非多くの先生方のご参加をお願いしたい。

IATSIC/溝端康光先生:6月18日から 20日に例年行っている DSTCをDATC併設コー
a息遣厳売却医笥 ジョンソンエンドジョシソン保式会社メデイカルわンバ二 本社〒1010065東京..千代図区西樽図3丁目5醤2得
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プロトンポンプ・インヒビター
工ソメプラゾールマグネシウム水和物カプセル・懸濁用頼粒

ネキシウzぷi力プセ』ル!，1川10m問g州/
懸濁用頼粒分包10m時g/20m吋E 

| 薬価基準収載 | 処方筆医薬品注剖) 

注)注意ー医師等の処方護により使用すること

効能・効果、用法・用量、効能・効果に関憧する使用上の注意、
禁忌を含も慣用上の注意等につし、ては添付文書をご参照ください。

「効能・効果J，r効能・効果に関連する使用上の注意」、
「用法・用量J，r用法・用量に関連する使用上の注意」、
「警告・禁忌を含む使用上の注意J等については、
添付文書をご参照ください。
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販売元(資料請求先)

hコ 第一三共椋式会社
D>lkhl.San蜘 東京都中央区日本橋本町3-5-1

亘亙画面

UZELdtab.伽 25mg
塑噴きど三三大鵬薬品工業株式会社
H 'H醐耳元 ¥'刷nv，干101-8444東京都判t田区神田錦町1-27
(臨欄)'-/  TELO120剖ー4527FAX.03-3293-2451 

h抗ps://www.tai
年9月作成

~"f1J'鏡25mg
ホリナートカルシウム錠

血祭分画製剤(液状・静注用人免疫グロプリン製剤) 置置霊童豆亙

献血ヴヱノグロブリジIH10%静注
0.5g/ 5mL.2.5g/25mL.5g/50mL.1 Og/1 00mL.20g/200mL 
Venoglobulin'IH 10% I.V. 0.5g/5mL. 2.5g/25mL. 5g/50mL.10g/100mL. 20g/200mL 

屋m<生物学的製剤基準ポリエチレングリコール処理人免疫グロヲ」ン)
匿豆亙EI3*i!:Ióil l~霊霊園注)注意ー医師等の処方自在により使用すること

※効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等に

ついては、添付文書をご参照ください。
製造販売元

JBB*品議製剤機権
VG(B7)20t8.l:手7月作成

[資料請求先] 日本血液製剤機構くすり棺談室〒105.6107東京都港区浜松町2-4-1
医療関係者向け製品情報サイト http://www.jbpo.or.jp/med/di/ 


